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図18 鹿田遣跡第3次調査出土の刀子とその出土状態
(1)脱水処理 と脱水終了の確認
遺物をメタノールにつけて脱水処理を行い,液を数回交換 した後,キンレンを滴下 して脱水
の確認を行った。
鬱)高級アルコールの合浸
刀子の柄が広葉樹であることから,セチルアルコール (融点49℃)を用い,アルコールの合
浸開始濃度を20%とし,保温条件 (55℃)のもとで順次濃度を上げて最終的に100%漫度にして
取 り出した。
G)表面処理
木材部分についてのみアルコールで洗浄 した。
注1『津島岡大遺跡』4岡山大学埋蔵文化財調査研究センター1994
2『鹿田遺跡』3岡山大学埋蔵文化財調査研究センター1993
付 記 図2の刀子実測図は『鹿田遺跡』3に掲載した実測図に加筆したもので,その作成には岡山大学埋蔵
文化財調査研究センタ 調ー査研究員の松木武彦氏の手を煩わせた。
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